琉球語の継承について by 狩俣 恵一
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《
研
究
ノ
ー
ト
》
　
　
　
琉
球
語
の
継
承
に
つ
い
て
狩　
俣　
恵　
一　
　
　
 
話
し
言
葉
と
書
き
言
葉
　
琉
球
語
は
、
奄
美
語
・
国
頭
語
（
沖
縄
北
部
）・
沖
縄
中
央
語
（
沖
縄
中
南
部
）・
宮
古
語
・
八
重
山
語
・
与
那
国
語
に
分
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
八
重
山
語
を
例
に
取
る
な
ら
ば
、
歴
史
的
に
は
八
重
山
士
族
が
居
住
し
た
登
野
城
・
大
川
・
石
垣
・
新
川
の
四
ヵ
字
の
言
葉
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
現
実
に
は
竹
富
島
・
小
浜
島
・
黒
島
・
鳩
間
島
・
波
照
間
島
・
西
表
島
な
ど
の
言
葉
に
分
か
れ
て
お
り
、
島
々
の
言
葉
は
通
じ
合
わ
な
い
。
　
ま
た
、
琉
球
語
に
は
〈
話
し
言
葉
〉
だ
け
で
な
く
、
〈
書
き
言
葉
〉
の
〈
琉
球
文
〉
が
あ
り
、
〈
話
し
言
葉
〉
だ
け
の
他
府
県
の
方
言
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
日
本
語
で
は
仮
名
文
字
中
心
の
和
歌
集
・
物
語
・
謡
本
・
日
記
・
公
文
書
な
ど
の
〈
書
き
言
葉
〉
の
和
文
を
共
通
の
言
葉
と
し
て
使
用
し
た
が
、
琉
球
語
で
も
仮
名
文
字
中
心
の
〈
琉
球
文
〉
が
共
通
語
で
あ
っ
た
。
　
例
え
ば
、
〈
話
し
言
葉
〉
の
東
北
方
言
と
九
州
方
言
は
通
じ
合
わ
な
い
が
、
東
北
人
も
九
州
人
も
源
氏
物
語
を
読
ん
で
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
能
の
謡
を
聴
い
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。
同
じ
く
、
琉
球
王
国
時
代
の
八
重
山
士
族
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
士
族
は
、
首
里
士
族
の
言
葉
（
話
し
言
葉
）
を
聞
き
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
、
書
き
言
葉
の
〈
琉
球
文
〉
で
公
文
書
を
読
み
、
筆
談
で
通
じ
合
う
こ
と
が
で
き
た
。
あ
る
意
味
で
は
、
〈
琉
球
文
〉
は
琉
球
語
圏
内
に
お
け
る
真
の
共
通
語
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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⑵ 
琉
球
文
に
つ
い
て
　
琉
球
文
は
、
和
文
を
基
に
し
た
仮
名
文
字
中
心
の
漢
字
交
じ
り
文
で
あ
る
。
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
を
は
じ
め
、
辞
令
書
・
琉
歌
・
組
踊
本
な
ど
が
琉
球
文
で
書
か
れ
て
い
る
が
、「
読
み
」
が
比
較
的
明
ら
か
な
琉
球
文
は
琉
歌
と
唱
え
（
組
踊
の
セ
リ
フ
）
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
琉
球
語
の
継
承
に
は
、
琉
歌
集
や
組
踊
本
を
活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。
次
は
、
「
か
ぎ
や
で
風
」
の
歌
詞
（
琉
球
文
・
読
み
・
訳
）
と
音
数
で
あ
る
。
　
（
琉
球
文
）　
　
　
 
 
 
　
　
（
琉
球
文
の
読
み
）　
　
　
　
　
 
 
（
訳
）
け
ふ
の　
誇
ら
し
や
　
　
キ
ユ
ヌ
３　
フ
ク
ラ
シ
ャ
ヤ
５ 
 
 
 
　
 
 
 
　
 
今
日
の 
誇
ら
し
さ
は
な
を
に
ぎ
や
な
た
て
る　
　
ナ
ウ
ニ
ジ
ャ
ナ
５　
タ
テ
ィ
ル
３　
　
 
 
 
 
何
に 
喩
え
ら
れ
よ
う
か
つ
ぼ
で
を
る
花
の　
　
　
ツ
ィ
ブ
デ
ィ
ウ
ル
５　
ハ
ナ
ヌ
３　
　
　
蕾
ん
で
い
る 
花
が
露
き
や
た
ご
と　
　
　
　
ツ
ィ
ユ
チ
ャ
３　
タ
グ
ト
ゥ
３　
　
　
露
を
受
け 
た
如
し
　
琉
球
文
は
、
和
文
の
文
語
表
記
に
な
ら
っ
て
「
け
ふ
の
」と
書
く
が
、
読
み
は
キ
ユ
ヌ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
話
し
言
葉
の
ウ
チ
ナ
ー
グ
チ
（
沖
縄
口
）
で
は
、
チ
ュ
ー
ヌ
と
発
音
す
る
。
つ
ま
り
、
琉
球
文
の
読
み
と
ウ
チ
ナ
ー
グ
チ
（
話
し
言
葉
）
で
は
、
発
音
に
お
い
て
異
な
る
部
分
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
「
ほ
こ
ら
し
や
」
は
フ
ク
ラ
シ
ャ
ヤ
、
「
な
を
に
ぎ
や
な
」
は
ナ
ウ
ニ
ジ
ャ
ナ
、
「
つ
ぼ
で
を
る
は
な
の
」
は
ツ
ィ
ブ
デ
ィ
ウ
ル
ハ
ナ
ヌ
、
「
つ
ゆ
き
や
た
ご
と
」
は
ツ
ィ
ユ
チ
ャ
タ
グ
ト
ゥ
な
ど
の
よ
う
に
和
語
を
琉
球
語
的
に
読
む
。
あ
る
意
味
で
は
、
和
語
の
琉
球
語
化
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
　
琉
歌
は
、
８
８
６
形
式
で
あ
る
が
、
８
音
は
さ
ら
に
５
・
３
音
か
３
・
５
音
に
分
割
さ
れ
、
６
音
は
３
・
３
音
に
分
割
さ
れ
る
。
琉
歌
の
歌
三
線
奏
者
に
聞
く
と
、
「
８
音
を
４
・
４
音
に
分
割
さ
れ
る
歌
詞
は
歌
う
の
に
苦
労
す
る
」
と
い
う
。
ち
な
み
に
、
近
世
小
唄
調
の
７
７
５
音
は
、
７
（
３
・
４
音
）
、
７
（
４
・
３
音
）
、
７
（
３
・
４
音
）
、
５
音
、
に
分
割
さ
れ
る
。
琉
歌
調
（
８
８
６
音
）
と
近
世
小
唄
調
（
７
７
５
音
）
は
音
数
こ
そ
違
う
が
、
三
味
線
及
び
三
線
の
音
曲
を
伴
っ
て
歌
わ
れ
る
。
分
割
で
き
る
音
数
は
、
三
線
・
三
味
線
の
演
奏
と
関
係
す
る
だ
ろ
う
か
。
　
次
は
、
「
若
衆
特
牛
節
」
の
歌
詞
（
琉
球
文
・
読
み
・
訳
）
と
音
数
で
あ
る
。
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（
琉
球
文
）　
　
　
　
　
（
琉
球
文
の
読
み
）　
　
　
　
　
（
訳
）
常
盤
な
る
松
の　
　
　
　
ト
ゥ
チ
ワ
ナ
ル
５　
マ
ツ
ィ
ヌ
３　
　
常
磐
な
る 
松
の
変
は
る
こ
と
な
い
さ
め　
　
カ
ワ
ル
ク
ト
ゥ
５　
ネ
サ
ミ
３　
　
変
わ
る
こ
と
は 
な
い
い
つ
も
春
来
れ
ば　
　
　
イ
ツ
ィ
ン
３　
ハ
ル
ク
リ
バ
５　
　
い
つ
も 
春
来
れ
ば
色
ど
ま
さ
る　
　
　
　
イ
ル
ド
ゥ
３　
マ
サ
ル
３　
　
　
色
ぞ 
ま
さ
る
 〈
参
考
〉
と
き
は
な
る(
５)
　
松
の
み
ど
り
も(
７)
　
春
来
れ
ば(
５)
 
　
　
今
ひ
と
し
ほ
の(
７)
　
色
ま
さ
り
け
り(
７)
　
　
（
古
今
集
24
番
歌
、
源
宗
于
）
　
こ
の
琉
歌
は
、
参
考
と
し
て
挙
げ
た
古
今
集
24
番
歌
を
基
に
し
た
も
の
で
、
琉
歌
に
は
和
歌
の
換
骨
奪
胎
が
多
数
見
ら
れ
る
。
そ
の
要
因
は
、
琉
球
士
族
の
多
く
が
和
歌
を
学
び
、
そ
れ
を
基
盤
に
琉
歌
を
作
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
な
い
さ
め
」
は
ネ
サ
ミ
と
読
む
。
イ
ル
ド
ゥ
の
ド
ゥ
は
係
助
詞
「
ぞ
」
で
あ
る
。
　
「
若
衆
特
牛
節
」
の
若
衆
は
「
若
衆
踊
り
」
を
指
し
、
特
牛
節
（
ク
テ
ィ
ブ
シ
）
は
節
名
（
曲
名
）
で
あ
る
。
特
牛
は
、
琉
球
語
で
ク
テ
ィ
、
九
州
方
言
で
は
コ
テ
イ
・
コ
ッ
テ
イ
で
あ
り
、
「
立
派
な
雄
牛
」
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
右
の
「
若
衆
特
牛
節
」
は
、
「
春
に
な
る
と
常
盤
の
松
が
鮮
や
か
に
色
づ
く
」
と
い
う
内
容
で
あ
り
、
雄
牛
を
ほ
め
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
節
（
曲
）
の
元
の
歌
詞
は
、「
大
西
の
こ
て
い
や　
な
づ
ち
葉
ど
好
き
ゆ
る　
わ
し
た
若
者
や　
花
ど
好
き
ゆ
る
」
（
大
西
の
立
派
な
雄
牛
は
な
づ
ち
葉
が
好
き
で
あ
る
が
、
私
た
ち
若
者
は
遊
女
が
好
き
で
あ
る
）
と
言
わ
れ
、
伊
江
島
か
ら
出
た
歌
（
曲
）
と
言
わ
れ
て
い
る
。
　
次
は
、
組
踊
「
執
心
鐘
入
」
の
冒
頭
の
琉
歌
で
あ
る
。
そ
の
「
金
武
ぶ
し
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
　
（
琉
球
文
）　
　
　
　
　
 
（
琉
球
文
の
読
み
）　
　
　
　
　
（
訳
）
照
る
て
だ
や 
 
西
に 
 
 
　
　
 
　
テ
ィ
ル
テ
ィ
ダ
ヤ
５　
ニ
シ
ニ
３　
　
照
る
太
陽
は 
西
に
布
だ
け
に　
な
て
も 
 
 
 
 
 
 
 
　
ヌ
ダ
キ
ニ
５　
ナ
テ
ィ
ン
３　
　
布
の
よ
う
に 
な
っ
て
も
首
里
み
や
だ
い
り　
や
て
ど　
 
　
 
シ
ュ
イ
メ
デ
イ
５　
ヤ
テ
ィ
ド
ゥ
３　
首
里
ご
奉
公 
な
の
で
ひ
ち
よ
り　
行
き
ゆ
る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヒ
チ
ュ
イ
３　
イ
チ
ュ
ル
３　
　
　
一
人 
行
く
　
「
て
だ
」は
テ
ィ
ダ
と
読
み
、「
太
陽
」
の
意
。
太
陽
が
落
ち
る
方
向
は
琉
球
語
で
は
イ
リ
（
入
り
）で
あ
る
が
、
右
の
歌
は
琉
球
語
の
イ
リ
（
入
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り
）
で
は
な
く
、
和
語
の
西
（
に
し
）
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ダ
キ
ニ
は
「
～
の
よ
う
に
」
の
意
。
「
み
や
だ
い
り
」
は
メ
デ
イ
と
読
み
、
「
ご
奉
公
」
の
意
。
ヤ
テ
ィ
ド
ゥ
は
「
～
な
の
で
」
の
意
の
接
続
助
詞
。
「
ひ
ち
よ
り
」
は
ヒ
チ
ュ
イ
と
読
み
、
「
一
人
」
の
意
。
「
行
き
ゆ
る
」
は
イ
チ
ュ
ル
と
読
み
、
「
行
く
」
「
行
く
と
こ
ろ
」
の
意
。
　
中
城
若
松
は
「
金
武
節
」
で
登
場
し
、〈
唱
え
〉
と
言
わ
れ
る
次
の
セ
リ
フ
を
述
べ
る
。
ち
な
み
に
、
唱
え
は
、
若
衆
・
女
性
・
成
人
男
性
・
老
人
・
間
の
者
（
マ
ル
ム
ン
、
道
化
的
な
役
）
で
は
、
発
声
や
抑
揚
が
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
唱
え
は
８
８
６
音
で
あ
り
、
琉
歌
調
と
同
じ
く
、
５
・
３
音
、
３
・
５
音
、
３
・
３
音
、
の
音
数
に
分
割
さ
れ
る
。
　
（
琉
球
文
）　
　
　
　
 
 
 
　
（
琉
球
文
の
読
み
）　
　
　
　
　
 
　
（
訳
）
わ
ぬ
や　
中
城 
 
　
　
 
 
 
 
　
ワ
ン
ヤ
３　
ナ
カ
グ
ス
ィ
ク
５　
　
 
 
 
 
 
 
私
は 
中
城
若
松
ど　
や
ゆ
る　
　
　
　
ワ
カ
マ
ツ
ィ
ド
ゥ
５　
ヤ
ユ
ル
３　
 
 
 
　
 
若
松
で 
あ
る
み
や
だ
い
り
ご
と　
あ
て
ど 
　
 
　
メ
デ
イ
グ
ト
ゥ
５　
ア
テ
ィ
ド
ゥ
３　
 
 
 
　
 
ご
奉
公
ご
と
が 
あ
っ
て
首
里
に　
上
る　
　
　
　
シ
ュ
イ
ニ
３　
ヌ
ブ
ル
３　
　
 
 
 
 
 
 
 
　
 
首
里
に 
上
る
と
こ
ろ
で
す
廿
日
夜
の 
暗
さ 
 
 
 
 
 
 
　
 
 
　
フ
ァ
ツ
ィ
カ
ユ
ヌ
５　
ク
ラ
サ
３　
 
 
 
　
 
二
十
日
夜
の 
暗
さ
で
行
先
や　
迷
て　
　
　
　
イ
ク
サ
チ
ヤ
５　
マ
ユ
テ
ィ
３　
　
 
　
 
行
く
先
に 
迷
っ
て
こ
と
に 
 
山
路
の 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　
ク
ト
ゥ
ニ
３　
ヤ
マ
ミ
チ
ヌ
５　
　
 
 
 
　
 
殊
に 
山
道
の
露
も　
し
げ
さ　
　
 
　
 
 
 
　
ツ
ィ
ユ
ン
３　
シ
ィ
ジ
ィ
サ
３　
　
　
露
も 
繁
く
　
右
の
唱
え
の
琉
球
文
も
、
和
語
の
琉
球
語
化
を
基
本
に
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
ヤ
ユ
ル
は
「
～
あ
る
」
。
「
み
や
だ
い
り
」
は
メ
デ
イ
と
読
み
、
「
ご
奉
公
」
の
意
。
「
あ
て
ど
」
は
ア
テ
ィ
ド
ゥ
と
読
み
、
「
～
あ
っ
て
」
の
意
。
　　
　
⑶ 
琉
球
文
を
基
に
し
た
古
典
芸
能
の
教
育
　
琉
球
文
は
、
和
語
を
基
本
に
し
て
琉
球
語
を
組
み
入
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
表
記
が
可
能
と
な
る
の
は
、
和
語
と
琉
球
語
が
姉
妹
語
の
関
係
だ
か
ら
で
あ
る
。
見
方
を
変
え
る
な
ら
ば
、
和
文
か
ら
派
生
し
た
の
が
琉
球
文
で
あ
り
、
琉
球
文
と
和
文
は
姉
妹
文
で
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あ
る
。
つ
ま
り
、
琉
球
文
は
和
文
（
古
文
）
と
同
じ
く
、
日
本
の
貴
重
な
言
語
文
化
遺
産
で
あ
り
、
琉
歌
集
や
組
踊
本
は
古
典
と
し
て
全
国
レ
ベ
ル
で
学
ぶ
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
加
え
、
琉
球
古
典
音
楽
及
び
沖
縄
民
謡
を
音
楽
の
教
科
書
で
学
び
、
更
に
は
琉
球
芸
能
の
所
作
（
身
体
動
作
）
を
体
育
の
授
業
に
取
り
入
れ
る
こ
と
も
琉
球
の
伝
統
文
化
継
承
の
た
め
に
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
　
ち
な
み
に
、
〈
話
し
言
葉
〉
に
よ
る
シ
マ
言
葉
の
普
及
に
つ
い
て
は
、
各
地
域
で
独
自
に
行
う
ほ
う
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。
と
い
う
の
は
、
シ
マ
言
葉
は
語
彙
が
少
な
く
、
論
理
的
に
話
す
こ
と
が
不
向
き
な
情
緒
的
な
言
葉
で
あ
り
、
知
識
や
理
論
を
学
ぶ
学
校
教
育
に
は
馴
染
ま
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、
戦
後
の
開
拓
集
落
や
県
外
移
住
者
の
多
い
集
落
が
あ
り
、
シ
マ
言
葉
の
継
承
意
欲
に
濃
淡
が
あ
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
〈
話
し
言
葉
〉
の
シ
マ
言
葉
を
学
校
教
育
で
一
律
に
学
ぶ
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。
